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【主な内容】               

■平成29年度地学講座「ふるさとの地質名所をめぐる」開催報告 

第1回「日本海誕生からの旅立ち-中越の大地2000万年の歴史」･･･ 大地の会顧問 渡辺秀男 

第2回 野外観察会「ふるさとの地質名所巡り」 ････････････････ 大地の会顧問 山崎興輔 

 ■市民活動フェスタ参加報告 

 ■越路文化祭出展報告 

 ■大地の会新年会のご案内 

加茂水源地第２貯水池 

H29.10.1地学講座 野外観察会「ふるさとの地質名所巡り」 長岡市西谷地区の魚沼層 



 平成 29年度の地学講座は，私たちにとって身近な越
路地域周辺の地形・地質について，長年この地域で研

究されている大地の会顧問の先生方を講師に，地形や

地質を読みとくための基礎講座として実施しました。 
 今回も多くの方々から熱心に聴講いただきましたこ

とに感謝するとともに，多忙の中分かり易い資料を作

成しご講演していただいた先生方にお礼を申し上げま

す。 
 地学講座の内容について，本号と次号で掲載します。 
 

■第 1回 9 月 26日（火） 

【演題】「日本海誕生からの旅立ち 

-中越の大地 2000 万年の歴史」 

【講師】大地の会顧問 渡辺秀男氏 
【概要】中越地域の大地の生い立ちについて，日本

列島の生成過程から解説。 
【参加者】46名 
 

■第 2回 10 月 1日（日） 

【野外観察会】「ふるさとの地質名所めぐり」 

【案内】大地の会顧問 山崎興輔氏，渡辺秀男氏,  
飯川健勝氏，渡辺文雄氏 

【巡検箇所】長岡市妙見，小千谷市浦柄，女滝，山

本山，長岡市塚野山，西谷，不動沢，越路原，小

千谷市小粟田原。 
【参加者】41名 
 

■第 3回 10 月 10日（火） 

【演題】「地表面凹凸のミステリー 

-地形学入門中越編」 

【講師】大地の会顧問 渡辺文雄氏 
【概要】渋海川や信濃川の上流から下流へ，急峻な

渓谷から平野の微地形まで流水や重力など地球

の営みがつくりだす地形について解説。 
【参加者】42名 
 

■第 1回 10 月 20日（金） 

【演題】「日本を代表する地殻変動 

-長岡地域の活褶曲と活断層」 

【講師】大地の会顧問 飯川健勝氏 
【概要】現在もなお変動している小粟田原，越路原

の地形について解説。 
【参加者】45名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           講座風景 

平成 29年度地学講座開催報告 

「ふるさとの地質名所をめぐる」-基礎から学ぶ身近な大地-      大地の会 
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 今年は講座の統一テーマが「ふるさとの地質名所

をめぐる」とされているので，各講座で話されると

思われる場所を予想し，本地域の周辺部にルートが

設定されました。 

 前日の雨天から一転，快晴で汗ばむほどの巡検日

和のなか，41 名の参加者はバス 2 台に分乗し，各

地点で地質の観察や大地に残されている変動の様

子を体感する観察会でした。  

■行程と観察場所 

  越路支所出発：8時 30 分 

① 中越地震の回想（妙見） 

② 白岩層（浦柄地内） 

③ 火山角礫岩の露頭（女滝付近） 

④ 変動地形（山本山）・・・昼食（11:35-12:20） 

⑤ 魚沼層の足跡化石（塚野山） 

⑥ 塚野山瀬替え(塚野山)  

⑦ 西谷地区の魚沼層（居平地内） 

⑧ 向斜構造（不動沢） 

⑨ 段丘の変形とその要因 

  越路支所着：16:40 

 

■ 各地点の概要 

① 中越地震の回想（妙見） 

 ここは，2004 年 10 月 23 日に発生した「中越地

震」で斜面崩壊がおこり，通行中の車 4台が崩壊に

遭遇し，二人が犠牲になったものの男児一名が奇跡

的に生還したことで知られています。現在は「妙見

メモリアルパーク」として整備・保存され，後世の

人に「中越地震」を伝える役割を担っています。 

 この一帯は西側（川側）に傾斜する白岩層とよば

れる約 250 万年前に海で堆積した砂層や泥層から

なり，崖は流れ盤のため元々滑りやすく，地震の震

動により地層面がすべり面となり崩壊しました。   

 

 

 

 

 復旧工事は上の図のように行われました。妙見地

内では明治から昭和の初期まで「みがき砂」の採掘

が行われており，斜面内部に当時の坑道や空洞が残

されていました。そのため，地震の震動により坑道

や空洞がつぶれたり地層面でのすべりが相俟って

複雑な崩壊形態をとったようです。 

 また，復旧工事のとき，約 250 万年前のカイギュ

ウの化石（前腕

骨・肋骨）が発見

され，妙見の地に

ちなんで「ミョウ

シー」と名付けら

れました。 

  

② 白岩層（浦柄地内） 

 ①では白岩層を手で

触れることができなか

ったので，バスは浦柄へ

向かいました。 

 ここは民家脇の露頭

のためハンマ－で叩く

ことはできなかったが，

全体の構造の説明があ

りました。 

 火山灰層の分析や産

出する化石などから，こ

こはおよそ 250 万年前

の比較的浅い海で堆積

した地層です。図 2-1 の

隣の広場では，大きな白岩層のブロックが落ちてい

ました。ブロックを割ると巻き貝や二枚貝の化石が

あり，採集に夢中の人もいました。 

 

 ミョウシーの復元

平成 29 年度地学講座 第 2回(野外観察会)10 月 1 日 

          「ふるさとの地質名所巡り」 

                 案内：大地の会（山崎・飯川・渡辺（秀）・渡辺（文） 

図 2-1 白岩層の露頭を前

図2-2ｷﾘｶﾞｲﾀﾞﾏｼの化石 
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③ 火山角礫岩の露頭（女滝付近） 

  －およそ 400 万年前の海底噴火の産物－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 バスは②の露頭から朝日川に沿って東側へ向か

うため，②より古い地層や岩石を見ることになりま

す。トンネルの途中から左に入ったところが，③の

観察地点です。 

 ここは②の露頭と違い，露頭表面は角ばった大き

な岩石によりゴツゴツしています。この岩石は輝石

を含む安山岩で，およそ 400 万年前に活動した海底

噴火の産物です。 

 噴出した溶岩は海水により急冷されて壊され，角

ばった角礫となり火山灰と共に固結し，その後この

地域が隆起してできた崖です。急冷によりできた火

山岩の角礫と間を埋める少ない火山灰でできた岩

石は火山角礫岩といい，間を埋める火山灰の量が多

い岩石は凝灰角礫岩とよばれています。 

 この火山角礫岩は北側に向かって厚くなり，金倉

山（標高 581。4 ｍ）はこの岩石で作られています。 

 

④ 変動地形（標高 336m の山本山） 

 バスは信濃川を渡り④の山本山へ向う途中，トイ

レ休憩をかね「おじゃ～る」へ寄りました。 

 ここは，小千谷市と JR 東日本が共同で建設し，

2016 年 7月にオープンしたばかりの施設です。水 

力発電所のＰ

Ｒ館と山本山

を通じた自然

学習などに活

用する施設が

併設され，ＰＲ

館には子供達

が楽しそうに

走り回っていました。 

 バスは午前の最終地である山本山の山頂へ向い，

全員展望台に上がりました。 

 前日の雨で大気は澄み好天にも恵まれたお陰で， 

360 度展望できる絶好の日でした。妙高山や黒姫は

もとより，魚沼三山もくっきりと見え北東側には角

田-弥彦山塊も見えました。「こんなに周囲が良く展

望できたのは初めてだ」と興奮した口調で話す会員

もおられました。ただ，周囲の樹木が大きくなり，

展望を阻害しているのが残念でした。 

 図 4-3 のように，山本山はドーム状に見えます。

信濃川に侵食された南方・東方面の急崖とは対照的

です。頂上付近の段丘堆積物や火山灰（13万年前）

から，山体はそのころ石原同然の信濃川から離水し，

隆起したことがわかります。信濃川の蛇行もそれを

裏付けるものでしょう。  

 

図 4-1 PR 館の中の施設 

図 3-1 金倉山を作る海底噴火の産物に見入る参加者 

図 4-3  山本山の鳥かん図     北西方向の丸山（372ｍ）から見下ろした山本山（336ｍ） 

図 4-2 展望台より周囲の説明に聞き入る参加者 
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⑤ 魚沼層の足跡化石（塚野山） 

 午後の最初は，渋海川足跡化石団体研究グループ

が 1990～1992 年に足跡化石の調査を行った，渋海

川に架かる小坂橋下流の現場に移動しました。 

 ここは，約 100 万年前の魚沼層上部層で，ゾウや

シカの足跡化石が泥層に残されていた場所です。今

は，渋海川の下方侵食により，水は当時よりかなり

低いところを流れていました。地層に含まれる植物

化石や貝化石から，海岸平野の近くの湿地であった

と推定されています。 

⑥ 塚野山の瀬替え  

 バスは長谷川邸の東方で，以

前は渋海川が大きく蛇行して

いた に向かいました。 

 右図：旧河道（青色）と瀬替  

 えにより掘削した河道（黒色） 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 図 6-1 の左側に見える崖は，瀬替え以前に渋海川

が大きく蛇行し，魚沼層を削ってできた崖です。図

の中央に溝状の水田が見えますが，これは当時の河

道の跡で，溝状の水田の耕作土は薄く，耕作土の下

には当時の河床礫が分布しています。 

 この付近の魚沼層は左下がりに傾斜しており，図

から外れますが左奧に約 130 万年前の年代を示す

火山灰層（SK-030）が分布します。 

 瀬替えにより渋海川の河道は信越線の方に変え

られたことにより，この一帯は図 6-1 のような美田

に変貌しました。一方，瀬替えにより新しく直線状

の河道が作られると，流速が増し，河道が下にどん

どん削られる難点があります。  

   

⑦ 西谷地区の魚沼層 

 魚沼層は中越地域に広く分布し、約 250 万年前か

ら 70 万年前に堆積した地層です。この地層は海岸

線が長野県境から長岡に向けて（南から北へ）、退

いていったことを示す地層です。しかし、海岸線が

南から北へ一様に退いたのではなく、その間に海が

南に進入することが何回もありました。観察してい

る地層は海が出入りしたようすを示いています。 

図 5-1 足跡化石が発見された渋海川の河原 

水は左から右に向かって流れ，発見されたのは右岸側 

シカの足跡化石 ゾウの足跡化石 

図 5-2 足跡化石発掘の様子と産出した化石 

  

図6-1 カーブした溝状の部分が瀬替え以前の河道 

図 7-1 魚沼層中部の地層を観察する参加者 
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⑧ 向斜構造（不動沢） 

 ⑦からトイレ休憩で西谷公民館をお借りし，「大

地の会」のメイン露頭である不動沢に向かいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 正面に見える褶曲している地層（向斜構造）は魚

沼層の上部（約 60 万年前）の地層です。湖沼～内

湾性の堆積環境ですが。その後著しい地殻変動にみ

まわれます。その過程で越路原の背斜構造，渋海川

の向斜構造，山本山のドーム状構造などが形成され

ていきます。 

 この露頭で注目しておきたいことは，左側最上部

の段丘堆積物（礫層・火山灰を含むローム層：29,000

年前）が水平に堆積していることです。単純計算で

も下位の 魚沼層とは 57万年の空白時間（地表に曝

されていた時代）があったことになります。そこで

はどんな「大地の変動」があったのでしょう。 

 説明の看板もだいぶ古くなり，メインの露頭も侵

食が激しく，看板を作っていた頃とは地形が変わっ

ていることに皆さん驚いていました。 

 

⑨ 段丘の変形とその要因 

 バスは越路原に上がり，越路原段丘の地形を遠望

し，小粟田原段丘の縁にあたる最後の観察地に向か

いました。 

 ここでは，バスが通ってきた広大な小粟田原段丘

面より低い位置に，図 9-1 に示したような階段状の

地形が広がっていました。案内者からは段丘の基本

的な話しの後，「では何段の段丘が有るのでしょう」

と質問が投げかけられ，参加者からはいろいろな意

見がありました。 

 段丘堆積物の上に載るローム層の分析（渡辺秀男

氏による）によると，Ⅰ～Ⅲのどの面にも小粟田原

段丘面と同じローム層があり，いずれも小粟田原段

丘とのことでした。小粟田原段丘が完成したあと，

断層が生じ，Ⅰ～Ⅲの階段状の地形ができたと解釈

できます。 

 今年の観察会も例年のように好天に恵まれ，地元

の地点に絞ったルートでの実施でした。また，参加

者のご協力のお陰でアクシデントもなく，予定時間

より早く終了できました。 

 アンケートではほぼ全員が満足との回答で，来年

も地元の観察会をという御意見もありました。 

 役員会ではこれらを参考にしながら，来年のルー

トが検討されますのでご期待下さい。        

             ＜文責 山﨑興輔＞ 

図8-1 看板の前で資料片手に説明に聞き入る参加者 

図 8-2  不動沢の向斜構造 

図 9-1 小粟田原段丘の下に広がる階段状の地形 
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■市民活動フェスタ参加報告  

 ながおか市民活動フェスタ 2017 は，ながおか市

民協働センターが実行委員会を組織して「市民活動

を行っている団体が日頃の活動を広く市民にＰＲす

るとともに，団体同士の交流を促進すること」を目

的にアオーレ長岡をメイン会場に開催されました。 

 大地の会では，立体写真パネル8枚を新たに作成

展示し，大地の会の活動をＰＲするとともに「飛び

出す地形-３Ｄで読みとくふるさとの大地」の販売を

行いました。 

 大地の会のブースに訪れた人は約300人，新たに

3人の方から会員になっていただくとともに，「飛び

出す地形･･･」は10冊の販売がありました。 

 大人も子供もかなり興味をもって立体写真を見て

いただき手応えのあったフェスタ参加でした。 

 

※新たに作成した立体写真は以下のとおりです。 

①大河津分水路 

-山地を開削した大工事とその後の砂浜形成-寺泊野積 

②関原の高台 

-10万年前以降の褶曲運動で湾曲した面-関原町～高寺町 

③越路原･小粟田原 

 -眼前に広がる褶曲のたわみ-来迎寺～小千谷市片貝町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④渋海川の瀬替え 

-蛇行した旧流路を水田開発へ-小国町苔野島付近 

⑤山本山高原 

-何段もの段丘面と信濃川の大蛇行-小千谷市山本～池ケ原 

⑥悠久山公園 

-数十万年前の土石流堆積物「御山層」-御山町周辺 

⑦杜々の森湧水 

-地すべり地上方の原生林がはぐくむ名水-西中野俣 

⑧中越地震の爪あと 

-激震が引き起こす地盤災害-(山古志)木籠周辺 

※立体写真は全て顧問の渡辺文雄先生から作成して

いただきました。ありがとうございました。 

(報告：小川幸雄) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たに作成した立体写真パネル(越路原・小粟田原) 

多くの人が訪れた大地の会のブース アオーレ長岡での大地の会のブース位置 
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■越路文化展出展報告  

大地の会では11月 1日から3日までの三日間，越

路総合福祉センターで開催されました越路文化展に

参加をいたしました。 

 開催期間は天候も穏やかな日が続き，子供から年

配の方まで三日間で 79 名の方々から見ていただき

ました。 

子供たちは，赤青メガネで見るパネルの迫力ある

画像に，「オー！」とおどろきの声を上げ，パネルに

手を伸ばして，触って高低差の不思議を確かめてい

ました。大人の方は，飛び出す地形パネルに中越地

震を思い出し感想をお話の様子でした。また大きな 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 大地の会新年会のご案内  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地形図を熱心にながめ，自分の知っているところを，

じっくりと確認をされている方が多くみられました。 

展示パネルは，「飛び出す地形」より抜粋をしまし

た，【 大河津分水路， 関原の高台， 越路原・小粟

田原， 渋海川中流部の瀬替え， 山本山高原， 悠久

山周辺  杜々の森湧水， 中越地震の爪あと】の3D

パネルと，床用に制作した二枚の地形図  

（2ｍｘ2ｍの越路地区を中心とした3Dのシート，来

迎寺地区を中心としたシート）の合計10点を 

展示しました。 

              (報告：大谷晴男) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

越路総合福祉センター相談室での展示 

飛び出す地形を興味深く見ていただきました 

賛助会員紹介  

■国際石油開発帝石株式会社 

■朝日酒造株式会社 ■有限会社越路地計 

■株式会社エコロジーサイエンス 

■大原技術株式会社 ■有限会社広川測量社   

■高橋調査設計株式会社  

■オムニ技研株式会社 

■エヌシーイー株式会社 
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問合せ先 

長岡市越路支所地域振興課教育支援係 

担当 赤松ゆり子TEL 0258(92)5910  

来迎寺駅 
至長岡 

新年会会場位置図 

恒例となっております「大地の会新年会」を下記により 
開催します。今年度の活動を振り返り、そして来年度の活 
動に向け，会員みんなで楽しく語り合う場としたいと考え 
ています。皆様のご参加をお待ちしています。 
◆日時：平成 30年 2月 17日（土）17:00～ 
 ◆会場：来迎寺駅北 寿し割烹来迎寺「初花」 
       長岡市来迎寺 1933 TEL：0258-92-4906 
 ◆会費：4,000円 
◆申込み：平成 30年 2月 2日までに下記のいずれかへ。 
・メール： koshiji@daichinokai.sakura.ne.jp 
・電 話：090-3529-8845（永井副会長） 
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